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研究成果の概要（和文）：腹部超音波検査を用い腸管蠕動運動などの機能をスコアリングし,その合計と成熟度
や消化器症状などと比較検討し,1500g未満の児19名を対象とした.合計スコア値は,出生週数と修正週数とは相関
を認めず,日齢と正の相関を認め,蠕動運動は週数に依存せずに出生後の時間の方に依存することが示唆された.
投与したミルク量に対してのミルク胃残量で割った値と負の相関を,排便量やミルクの水分率（体重に対しての1
日ミルク量）と正の相関を認め,腸管蠕動や消化の指標になりうると考えられた.しかし,ミルク水分率
100ml/kg/dayの到達日齢や出生体重に復帰日齢といったアウトカムと相関は認めなかった.

研究成果の概要（英文）：We scored functions such as intestinal peristalsis using abdominal 
ultrasonography and compared its total score with maturity and gastrointestinal symptoms. The cohort
 comprised 19 cumulative newborn infants of weighing less than 1500g. The total score value did not 
correlate with gestational age and the corrected age, and was positively correlated with postnatal 
age. It was suggested that the peristaltic movement of the intestinal tract depends on postnatal 
age. The total score value was negatively correlated with the value obtained by dividing the amount 
of milk administered by the amount of milk remaining in the stomach, and a positive correlation was 
found with the defecation volume and water quotient of milk. Therefore, it was considered to be an 
index of intestinal peristalsis and digestion. However, the total score value did not correlate with
 the outcome such as reaching age at the water quotient of 100 ml/kg/day or returning age as the 
birth weight.
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1.研究開始当初の背景 

今日、超早期産児や極低出生体重児の生存
率向上は著しいが、高次脳機能を含めた神経
学的予後に関しては満足の行くレベルではな
く課題が多い。このような状況で、神経学的
予後不良因子の一つとして問題視されている
病態に子宮外発育遅延が存在する。 
極低出生体重児などのハイリスク新生児に
行われている経腸栄養は、臨床所見（腹部膨
満、嘔吐など）や腹部 X 線所見により注入量
を慎重に調節している。しかし、早産児など
では未熟な腸管運動により、胃残などを示す
ことがあり生理的な範疇の場合という報告も
ある。このようなミルクの中断や増量中止な
どにより消化能力を下回る量の経腸栄養しか
与えられず、経腸栄養の確立遅延の一因とな
っている可能性が高い。このため、生後数週
間の栄養の不足を解消する安全で速やかな経
腸栄養方法や評価の確立が求められている。 
 これに対して我々は超音波所見(下図)を取
り入れ、腸管の拡張、内容物の停滞、蠕動運
動の評価などで消化予備能力を評価しスムー
ズな経腸栄養の確立を目標とした。 
 
 
 
 
 
 
 
      A:消化良好な児    

 
 
 
 
 
 
 
 
     B:消化不良な児 
超音波検査は、新生児センターに常に常備
されスタッフも使い慣れた機器であり、患者
に対して非浸襲的な検査で、多くの情報が得
られ、より正確な評価が可能と考えられたた
め本研究を行うに至った。 
 
2.研究の目的 
腹部超音波検査を用いて腸管蠕動運動など
の機能をスコアリングで評価・解析、生理的
範囲内の消化器症状と病的な範囲の症状を評

価し、円滑な経腸栄養の確立を進め子宮外発
育遅延の予防を進めていくことを目的とする。 
 
3.研究の方法 
(1)超音波検査による腸管蠕動のスコアリン
グ表の作成を行い、日齢 0 から経腸栄養が
100ml/kg/日までの経管栄養確立までの日数
や児の成熟度、臨床症状などとスコアを比較
する 
 
(2)検査機器と方法: 
 PHILIPS SERVICE HARDWARE REV E.3 で、プ
ローブは 8MHｚを使用した。児の安全面を考
慮し、原則哺乳 2 時間後に左側腹部より十二
指腸、小腸を描出し、DVD に約 1 分間記録し
た。 
 
(4) スコアリング： 
 スコアリング（下図）を行い児の消化吸収
能を評価した。このスコアは、合計値が高い
ほど、A の様に腸管の蠕動機能が活動的であ
り、低いほど Bの様に活動が低いと想定した。 
 

4.研究成果 

(1)対象 
 2012 年 4 月から 2013 年 5 月まで久留米大
学病院総合母子医療センターに入院した
1500g 未満の児で、消化管閉鎖などの消化管
疾患は除外した 19 名(男児 6 名、女児 13 名)
を対象とし、147 回超音波検査を行いスコア
リングした。これらスコアリングの合計値と
臨床変数を比較検討した。 
 

 
(2)臨床背景 
 症例は、出生週数 27.0±2.1 週、出生体重
945.2±232.3g、測定した修正週数 27.3±1.7
週、測定した日齢 4.8±3.8 日であり、ミルク



の水分率（体重に対しての 1 日ミルク量）が
100ml/kg/day に到達した日齢は、11.2±3.8
日であり、出生体重に復帰した日齢11.6±5.1
日であった。 
 
(2)成熟度とスコア 
 合計スコア値は、出生週数と修正週数とは
相関を認めなかったが、日齢と正の相関を認
めた。腸管の蠕動活動は、週数に依存せずに、
出生後の時間の方に依存することを示唆する
ものである。 

 
(3)臨床症状とスコアリング 
 臨床症状として嘔吐、胆汁様の胃残、ミル
ク胃残の量、排便量と比較検討したが、嘔吐
や胆汁様の胃残に関しては症例数が少なく検
討が難しかった。しかし、合計スコア値は、
ミルクの胃残量に関して、投与したミルク量
に対してのミルク胃残量で割った値と負の相
関を、排便量とは正の相関を認めた。 
 胃内の不消化ミルク量は、腸管蠕動不良や
未熟さの指標として、排便量は、腸管蠕動良
好の指標と考えられ、スコアリングは、腸管
蠕動の良い指標になりうると考えられた。 
 

 
 

(4)ミルクとスコアリング 
 ミルクの水分率（体重に対しての 1 日ミル
ク量）と合計スコア値について検討し、正の
相関を認めた。これは、スクアリングがミル
クの消化具合について良い指標になりうると
示唆された。 

 
(5)アウトカムとスコアリング 
 ミルクの水分率が 100ml/kg/day に到達し
た日齢とミルク開始後に出生体重に復帰した
日齢をアウトカムとして、合計スコア値と検
討したが相関は認められなかった。 
 
(6)今後の展望と問題点 
問題点としては、超音波検査は非侵襲的であ
るが、腹部に当てて測定する際に児の体動が
増加することが多く見受けられた。脳出血の
リスクがある時期では、安静が必要であるた
め体動が少なく安全に検査ができる手技が求
められる。また、今回はアウトカムとの関連
が認められなかった。今後は、腹部 X 線とス
コアリングの関係について検討を行う予定で
あり、スコアリングを用いた栄養計画により
従来の経腸栄養管理より早期に確立されるか
比較検討したい。 
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